
 

新たな空港気象ドップラーレーダーの運用を開始しました 

 
１．はじめに 

気象庁では、航空機の離発着が多い全国の 9 空港に空港気象ドップラーレーダーを設置

し、空港周辺の風、雨や雪の状況を把握するとともに、これを航空関係機関へ情報提供し

ています。今般、羽田空港に最新鋭技術である二重偏波を用いた空港気象ドップラーレー

ダーを導入し、2016 年 3 月 10 日(木)15 時から運用を開始しました。 
この新たな空港気象ドップラーレーダーの運用開始により、空港周辺の風の急変をいち

早く捉えることができ、また、雨や雪の強さをより正確に観測できるようになりました。 
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２．二重偏波レーダーとは 

これまでの気象レーダーは一つの偏波を使うのに対し、二重偏波レーダーでは水平と垂

直の偏波面を持った 2 種類の電波を発射します。 
降水粒子から帰ってくる信号からは様々なパラメータが得られ、偏波パラメータは降水

の形や粒径分布と密接な関係があるため、高精度の降雨量の推定、雨と雪との区別などが

可能になります。 

 
 

３．新しい空港気象ドップラーレーダーの主な機能向上内容 

１）二重偏波情報による観測精度の向上等 
①二重偏波情報の利用は雨量強度の観測精度とデータ品質の向上に寄与します。ただ

し、当面は前装置と同じ反射強度を使用します。 

②ウィンドシアーアラートの観測間隔を、最短 1.2分から 1分に短縮することにより、

より適切な情報提供に寄与します。 

 
２）耐障害性の向上による観測継続性の確保 
①送信機に高寿命・高信頼性な固体素子を用いて送信機の交換頻度を抑制し、観測継

続性を確保します。これまでの送信機では真空管であるクライストロンを用いてい

たため、高圧電源が必要となり装置が複雑で部品点数も膨大でした。固体素子（半

導体）とすることで低圧での駆動が可能となり、高寿命で信頼性も向上しました。 
②送信装置のモジュール化を図ることで、障害発生時は縮退運用を実施し観測継続性

を確保します。これまでの送信装置とは異なり、送信モジュールを複数化すること

によって各モジュールの動作負荷を軽減しつつ、故障時にはシステムを停止せずに

観測が継続可能となりました。 
 
 
 



 
３）固体素子化による無線周波数の有効利用政策（使用周波数の狭帯域化）への寄与 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．データ提供について 

１）運用モードの単一化 

従来の晴天時モード（約 6 分毎にウィンドシアーアラート提供）と悪天時モードを

単一化することによって、これまでよりデータ更新間隔を短縮しました。 
 
２）データ更新間隔の短縮化 

悪天時モードのウィンドシアーアラート提供間隔を約 1.2 分から 1.0 分に短縮しま

した。 
 

３）新しい資料の提供 

当面は従来資料のみを提供しますが、今後、新しい資料の提供に向けた技術開発を

行い、精度評価が出来次第提供します。 
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前装置送信機クライストロン（真空管） 新装置送信機送信モジュール（固体素子）



10183 10195 55 80 45 751 61 360 16 360 20 0 0 0 - - 

10168 10180 63 102 39 472 29 350 18 340 24 0 0 0 - - 

10200 10212 55 78 37 503 37 340 18 340 24 - - - - -
10188 10200 61 92 35 634 46 190 13 170 18 - - - - -
10145 10157 76 109 21 625 42 60 13 60 15 - - - - -
10111 10123 73 91 52 756 66 10 20 30 26 - - - - -
10148 10159 58 87 27 517 23 20 22 30 28 0 0 0 - - 

10169 10180 53 89 29 598 41 40 13 20 17 - - - - -
10085 10096 71 135 14 559 28 220 24 230 32 - - - - -
10179 10190 67 105 39 3310 20 330 21 350 29 - - - - -
10289 10301 66 91 39 4611 29 330 19 330 26 - - - - -
10299 10310 81 122 37 6712 53 200 13 190 20 0 0 0 - - 

10182 10193 143 201 89 7313 57 200 24 220 33 0 0 0 - - 

9982 9993 183 213 162 8114 55 180 36 200 47 395 220 110 - - 

10015 10027 87 177 35 6915 43 340 19 350 25 10 5 5 0 - 

10105 10117 61 103 28 4316 32 230 17 240 25 0 0 0 0 - 

10136 10148 69 136 17 4017 23 330 19 350 25 0 0 0 - - 

10237 10249 67 105 34 5418 39 170 15 170 21 - - - - -
10236 10247 101 164 36 6319 33 170 16 170 22 - - - - -
10183 10195 90 113 76 8020 53 320 13 310 17 320 60 15 - - 

10123 10134 105 154 75 5821 31 10 22 360 29 - - - - -
10274 10285 73 92 60 5722 38 360 20 350 27 0 0 0 - - 

10204 10216 74 95 55 8223 71 20 13 20 17 0 0 0 - - 

10205 10217 66 83 34 5324 33 360 23 360 31 0 0 0 - - 

10249 10261 42 68 14 6625 37 40 17 40 22 5 5 5 0 - 

10230 10242 65 103 18 4926 22 170 17 160 22 - - - - -
10233 10245 85 122 31 4427 29 180 23 190 32 - - - - -
10236 10247 91 131 50 6328 43 110 20 110 23 0 5 5 - - 

10083 10095 89 155 54 7729 49 220 24 210 31 40 20 10 - - 

30
31

10158 10169 63 97 34 57上旬 0 -
10166 10178 95 143 55 62中旬 725 0
10204 10216 77 111 43 61下旬 45 0
10175 10187 78 117 44 60月 770 0

213 14極値 20 180 36 200 47 395 220 110 -
14 25起日 10 14 14 14 14 14 -

RJTT地点略号官署名 東京航空地方気象台

㎝㎝

降雪の 積雪の日/要素 大気現象最大瞬間風速

×0.1㎜
1時間
最大風速 合計

方位
３６

風向

ｋｔ

風速

方位
３６

％

最小 風向
降水量最大風速平均気圧

×0.1℃

最低
気温

％

平均

×0.1℃

最高飛行場
相対湿度

×0.1℃

平均

×0.1hPa

海面

ｋｔ ×0.1㎜
現地

×0.1hPa

航空気象観測月表

10分間
×0.1㎜

最大 深さの 深さ
合計 09ｈ

年 月022016

特
記
事
項

>=0

大気現象出現日数
ｆｔｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

0 0 0 0 0 0 0 12 1 0 0 16 4 2 2 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0

降雪の深さの日合計階級別日数　㎝気温 日数　℃ 最大風速階級別日数　ｋｔ 日降水量階級別日数　㎜

日最低 日平均 日最高 日最低 日平均 日最高 日最高
<0.0 <0.0 <0.0 >=25.0 >=25.0 >=25.0 >=50.0 >=70.0>=30.0 >=20 >=30 >=40 >=50 >=0.0 >=1.0 >=30.0>=10.0>=5.0 >=50 >=100>=100.0 >=0 >=20>=10>=5

0 0 0 0 0 0 0 636 126 24 28 4 0 0 0 0 1303 402 0 0 0 0 2 0 4

最低雲高継続時間　分日最深積雪階級別日数　㎝ 視程継続時間　分 ＲＶＲ継続時間　分
ｍ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ

>=5 >=10 >=20 >=50 >=100 <1500 <1000>=200 <5000 <3200 <1600 <1600 <800 <600 <100<200<400 霧 雪<500 <300 雷<100<200

                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    


